
第 33 回 抗加齢統合医学研究室（AAIMC）勉強会 
 
日 時：2018 年 6 月 23 日 土曜日 17:00-19:00 
場 所：麻布台パークハウスロビー 
出席者：堀雅明（耳鼻咽喉科ほりクリニック院長）、浦尾弥須子（日本鋼管病院耳鼻咽喉科

部長）、奥野哲治（Clinic E.T.院長）、長崎綾子（ながさき内科医院院長）、村上篤良（TBS）、
山本勇人（山本歯科医院院長）、岩田明子（心理カウンセラー）、相馬啓子（松本歯科大学

耳鼻咽喉科教授）、中田光紀（国際医療福祉大学公衆衛生学教授）、鳥谷部郁子（磯部耳鼻

咽喉科院長）、熊丸裕也（AAIMC 室長、AOI 国際病院副院長） 
 
今日は、自己治癒力の会の仲間で、瞑想を始めとしてホリスティック医学、シュタイナー

医学のエキスパートでもある堀雅明先生にお話し頂きます。（熊丸） 
 
聴覚と呼吸の本質から、量子論、輪廻転生まで 
アントロポゾフィー医学の視点から 
実は物理などの理科系は苦手で、英語力で医師になったと思いますが、長い間瞑想を中心

に日々過ごしていたことから、実は量子力学的なものと関わっていたと感じています。（堀） 
 
先ずは自分の専門領域の耳鼻咽喉科に関わるお話しです。 
耳音響放射については、耳を始めとしてと聴覚に関わる器官は、音を聴取しているだけで

は無く、自ら音を発しているという話をします。 
そもそも耳鼻咽喉科は、耳介から内耳までの聴覚器官と、鼻、副鼻腔、咽頭・喉頭を扱う

科ですが、呼吸器官とも密接につながっています。一方でアントロポゾフィーでは、呼吸

器官は肺での酸素の取込と二酸化炭素の排出だけで無く、循環器官と共に情動に関わる働

きをしているとされています。 
 
私たちは今まで原因と結果を結ぶ所謂因果関係を説明する、科学的な法則や理論を勉強し

てきたが、臨床の現場ではそれで全ては説明できない。発想の転換が必要と言う事だが、

それは量子力学に求めることが出来る。最近ではマーケティングの理論を量子力学的に捉

えようとする HP すら出てきている。 
https://wired.jp/2014/12/15/scanamind/ 
考え方としては、入力によって作用素が影響を受けて出力が出るわけだが、アインシュタ

インが言ったように、例えば電子の動きは観察するタイミングによって常に変化している

ため、一定の法則でその存在位置は決められないと言う、不確定性原理がある。 
私たちが学んできた近代物理学は原子より大きいものを観察してきた。例として、海水と

いう物質は、その状態の変化として、波となったり、蒸発して雲になったり、雨になった



りするが原子より大きいものとして捉えてきた。一方量子力学は原子より小さいものを観

察するもので有り、粒子性は持つが機能的には波動性がもたらす、目に見えないものであ

り、物質では無く状態を示している。これは例えば、マーケティングで用いる概念や、文

学で表される情緒や感情そして思考は、状態はあるが切り離された実態は無い。人間が感

じている感情や知覚、思考はそれぞれの中で結びついていて、切り取ることは出来ない。

どれも量子的現象である。入力された情報から作用素が反応して出てくる出力は、全く同

じとは限らないし、これは音の入力がされて聴覚（脳）がどう反応して知覚的に聞いてい

る人の音体験になるかは、人によっても微妙に違う。ここに謎がある。 
 
量子生物学のトピックとして、コマドリの渡りには、この鳥の眼底にあるクリプトクロム

という光受容タンパクが存在し、これは量子的に不安定な物質だが、この量子のもつれと

呼ばれる状態を使って、位置センサーとして利用していることが解った。 
量子力学で生命の謎を解く  ジム・アル-カリーリ、 Jim Al-Khalili 単行本 

 

スライドに示すように、トリが目的地に向かって飛べるのは、飛んでいる位置によって磁

場が変化するので、タンパク質が形を微妙に変えることによって感知している。この機序

は蝶（オオカバマダラ）や鳩も使っている。トリの場合は眼底に存在することが解ってい

る。 
聴覚の最新知見といえども、ニュートン力学的な因果律に基づいた理解だ。、外耳道から伝

わってきた音の振動が、鼓膜から耳小骨（槌骨、砧骨、鐙骨）、更に内耳蝸牛内の外リンパ

液を伝って、らせん器かららせん神経節を通して、活動電位として脳に伝わる。その結果

聴覚体験として再生される。蝸牛の中ではピアノの鍵盤のようにらせん状に有毛細胞が並

んでいる事が解っており、それによって人工内耳という、難聴が悪化した人達に電気刺激

を与えて機具で聴覚を得られることが実現されている。蝸牛らせん器内の内有毛細胞は、

ピアノの鍵盤にあたり、特定の周波数に対応して神経電位を発生して聴覚の伝導を行って

いる。一方外有毛細胞は入力された音に対して特定の周波数を強調・増幅して、所謂傾聴

を支える生理学的基盤になっている。この有毛細胞 1 つ一つは図のように聴毛と言う毛が

生えていて、その細胞膜内にタンパク質のモーターが有り細胞を伸び縮みさせて、鞭毛が

外膜を刺激して増幅させている。この蝸牛の中の感覚細胞が正式名称は外有毛細胞で、俗

名ダンス細胞とも呼ばれるが、生物界では考えられないほどの、1 秒間に 2 万回の高速で動

くことが出来、これによって耳音響反射という音が耳から発生している。これらが今まで

のニュートン力学的解釈。ここでも運動神経が筋肉にシグナルを伝達する導線で有り、そ

の興奮で脳のシグナル通りに筋肉が収縮しているという解釈が前提。一方、シュタイナー

は明確にこの考えを否定し、まさに量子力学的視点で運動神経も本質的に感覚神経であり。

運動しているという実感を伝えるもの。この感覚と運動の過程は量子力学的過程であると

解釈。 

https://www.amazon.co.jp/%E3%82%B8%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%AB-%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%AA/e/B004LW3IN4/ref=sr_ntt_srch_lnk_1?qid=1548818594&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/%E9%87%8F%E5%AD%90%E5%8A%9B%E5%AD%A6%E3%81%A7%E7%94%9F%E5%91%BD%E3%81%AE%E8%AC%8E%E3%82%92%E8%A7%A3%E3%81%8F-%E3%82%B8%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%AB-%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%AA/dp/4797384360/ref=sr_1_1_twi_tan_1?ie=UTF8&qid=1548818594&sr=8-1&keywords=%E9%87%8F%E5%AD%90%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6
https://www.amazon.co.jp/%E9%87%8F%E5%AD%90%E5%8A%9B%E5%AD%A6%E3%81%A7%E7%94%9F%E5%91%BD%E3%81%AE%E8%AC%8E%E3%82%92%E8%A7%A3%E3%81%8F-%E3%82%B8%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%AB-%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%AA/dp/4797384360/ref=sr_1_1_twi_tan_1?ie=UTF8&qid=1548818594&sr=8-1&keywords=%E9%87%8F%E5%AD%90%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6


つまりアントロポゾフィー的には、聴覚に分布する神経の 70％が感覚神経ではなく運動神

経で、殆どが外有毛細胞に収縮運動に関連している。これは一つの謎でもあるが、微細な

運動は実は量子力学的過程で有り、音の知覚において音の運動を感知して、再現する役割

があると考えられる。（ニュートン力学では説明しきれない現象である） 
筋肉は運動するためだけで無く、知覚を感じ取る役割を持っていると考えられ、聴覚の外

有毛（ダンス）細胞がその機能を持っていると思われる。この細胞内で 20000 回/秒という

振動を生み出しているのである。 
 
アントロポゾフィー医学では人体を 3 つの要素に整理している。所謂 3 分節の視点である。 
人間の体を、頭部と胸部と腹部＋上下肢に分けており、頭部では宇宙的源泉（エネルギー・

情報）を受け取る（不可視の情報の消化により地球化）、四肢と消化管では、地球的源泉を

食物を通して受け取っていると考える（地球的物質の宇宙化）。 
宇宙的源泉からは、知覚という形で情報を受け取っている。頭部は神経感覚系を司り、神

経波は内部情報、感覚が外界からの情報を管理している。胸部はリズム系で有り、肺は外

界とのやり取り、心臓は内部で循環することでリズムを司っている。四肢は外に向かって

作用を持ち、代謝系は内部での栄養吸収、排泄を司っている。 
人間の感情は、リズム系の現象（つまり胸部）として動いている。人間の意志は筋肉を解

して発現される。脳は知覚作用と思考プロセスのみを司り、意志に関してはは二次的な役

割を果たすだけである。感情は脳に反映することは出来ても、コントロールは出来ない、

或いはコントロールする範囲が限られている。では人間の意志は何処に依拠するかという

と、手足と腹部臓器にあると言う解釈だ。心の働きを反映する感情や意志は、脳から独立

していると考えている。音楽では、頭部でメロディーを感じ取り、リズムは胸部で無く腹

部と四肢、その間の胸部でそのハーモニーを感じ取ると解釈している。音楽の３分節 
 
人体の形態に現れる 3 分節原理を、骨学的にみてみると、スライドの 2 対の彫像（風神/雷
神？）はそれぞれ拳を握っているものと、掌を広げているものがある。前者は力（エネル

ギー）を蓄えているもの、後者は放出しているとも取れるが、手で表現できる状態は、じ

ゃんけんで示されるように、 グー、チョキ、パーと 3 種類ある。頭蓋骨も前頭骨、側頭

骨、後頭骨と 3 つに分かれ、胸部の骨も、胸骨、肋骨、胸椎と 3 つに分けられる。上肢の

骨も、上腕骨、前腕骨、手の骨で 3 つ、更に手は、手根骨、中手骨、指の骨に分けること

が出来る。一貫した規則性があると思われる。 
同様に人体の機能にも 3 分節原理が当てはまると考えられる。聴覚器官にも当てはまり、

先ず外耳（耳介、外耳道、鼓膜）、中耳（3 つの耳小骨）、内耳（三半規管、蝸牛、聴神経：

これらは熊丸の独断）と言う具合。 
これをアントロポゾフィーの 3 分節に、神経・感覚系、リズム系、代謝・四肢系のパター

ンに当てはめると耳の 3 分節は、内耳・聴神経・脳、鼓室・乳突洞・耳管、鼓膜・外耳道・



耳介と 3 つに分けることが出来る。 
内耳：神経（三半規管）・感覚系（蝸牛） 
乳突洞・中耳・耳管：リズム系 
咽頭：代謝（外耳道）・四肢（喉頭：咽頭も？）系 
と言う構造と機能から、「耳と喉頭が一体となって聴覚が機能する」とシュタイナーは考え

るのである。（スライドの図解参照） 
外部から音エーテルとして受け取られる情報を入力レシーバーから受け取って認識：聞く 
喉頭から耳介を介して対峙する音エーテルが、出力される：話す 
と言う形である。 
人間の音声情報が知的情報や感情的情報、或いは意志的情報として発せられると、その音

声の意味・感情・意志による実感として脳が理解する。それらを知ろうとする、理解しよ

うとする、感じ取ろうとする、意志で直面する、のが 3 分節的反応である。 
 
占星術の中にみられる 12 獣帯の各星座領域の法則性と、太陽系の核惑星の法則性が人間の

体、特に体内での臓器によって独自の惑星系の法則性に従っている。スライドに示すが、

肺は水星、心臓は太陽、腎臓は金星、肝臓は木星、胆汁は火星、脾臓は土星という形であ

る。 
更に体内で利用する栄養素も、炭水化物は植物物質で有り、宇宙的生命のエーテル性を酸

素を介して、宇宙的な熱を水素を介して、宇宙的形態の物質性を炭素を介して形成する。 
一方、タンパク質は動物物質で有り、前述の 3 元素に加えて、宇宙的運動性のアストラル

性を窒素を介して形成するのである。 
星座的には植物タンパク質には牡牛座から窒素、水瓶座から酸素、蠍座から炭素、獅子座

から水素の影響を受ける。動物性タンパク質は、臓器からの各星座の元素への影響で形成

されていく。 
 
自然界の 4 つの存在形態と、それに相応する人体の 4 分節の捉え方もある。スライドに示

す表がそれで、鉱物は Matter のみ、植物は Life：エーテル体と Matter からなり、動物は

空に Soul：アストラル体が加わって、人間は Spirit：精神・霊が加わり成り立っている。 
 
聴覚に関しては、4 種類の音と、4 つの受容器官がある。 
雑音は物質レベルで、外耳道・鼓膜・皮膚を介して、触圧覚で伝わり 
響きはエーテルレベルで、耳小骨・内耳リンパを介して、気道聴力で伝わり 
声はアストラルレベルで、内耳、喉頭を介して、骨導聴力で伝わり 
音楽は自我レベルで、全身の運動神経（筋肉と内耳）で伝わる。 
 
聴覚に対しての量子力学的な解釈は、聴覚体験が、多元的な意識空間の中で、量子的なメ



カニズムにより生じていると考える。 
今までの医学（ニュートン力学）では耳鳴りは、家庭や職場のトラブル、人間関係の悩み

でストレスが募ると、うつや不安、記憶障害、注意散漫などからの苦痛が生まれ、緊張、

不眠、動悸、冷や汗などの自律神経失調が起こり、蝸牛への障害を来し、そこから難聴も

伴う聴覚系に異常が起きて耳鳴りが発生する、とされている。 
これを量子力学的に捕らえると、空間があらゆる可能性を潜在させていて、それは人間の

意識空間であるとなる。この感覚空間には多様な音の可能性が潜在的にあり、何らかの刺

激により限られた音の可能性が顕在化したものを、人間が感じ取っている。その聴覚器官

の感じ方も、頭部・聴覚・意識空間では、意識振動レベル的であり、胸部意識空間では、

意識と物質振動レベルを超越した感情レベル的であり、四肢代謝意識空間では、意志レベ

ル的と 3 分節でありこれら３分節が一体となって音楽体験として感じ取っている。 
 
ニュートン力学では A または B か、A かつ B と言う見方だけだが、量子力学では、観察前

に A でも有り、かつ B でもある、かもしれないという不確定さが有り、その結果 A または

B と言う事になる曖昧さとも言うべきものになる。音体験を分析すると、音自体は虚像で、

音のない背景が実像であるかと思えば、音像そのものは実像で、背景は虚像という具合に

常に変化しているという捉え方になる。 
仮説として、異常のない聴覚では正常な音像と、無音・不動な背景の音像で音が認識され

るが、背景の音像が希薄化して、音像実体との境界がはっきりしなくなった状態ではない

かと捉える。それが耳鳴りという現象として感じられると言う解釈ができる。 
 
古典力学では物質に対する重力が働き、物質、無機質と言ったものが生じるというように

静的で量的な捉え方が主体だが、量子力学では、生命・意識がエーテル的（重力の逆なの

で軽力とも表現される）な形成力が働き、意識、有機質という動的で質的なものとなると

して捉えるのである。 
 
ここで、耳とその機能を、系統的・個体発生学的に見直してみると、情動と呼吸器官とし

て捉えることが出来る。発生学の中で哺乳類にいたる前の無顎類（ヌタウナギなど）、更に

魚類では、先端部の鰓裂のみから、後方に肺が形成され始め、4 つ足動物となって肺が完成

する頃にその前方に鼓膜・耳管が形成されていく。霊長類では更に胎生 5 週前後で第一咽

頭嚢と第一咽頭溝から耳管と鼓膜・鼓室が形成されていく。 
中耳のある鼓室は乳突洞と耳管につながっていて、肺と一緒に呼吸をしているのである。

この考えに基づくと、中耳・耳管も副鼻腔も肺・気管支も、形態も機能も似通っているこ

とが解る。つまり、西洋医学的な気道の定義の上気道（副鼻腔・口腔）と下気道（気管支・

肺）はアントロポゾフィーでは、上気道（中耳・耳管）、中気道（副鼻腔）、下気道（気管

支・肺）となるわけだ。 



 
再診の MRI による脳脊髄液の知見では、呼吸運動と髄液は同期してリズム運動をしている

ことがリアルタイム画像によっても検証されている。 
https://www.neurology-jp.org/Journal/public_pdf/050110966.pdf 
スライドのように、吸気では脳が若干圧迫された状態となり、脊髄は減圧され弛緩、逆に

呼気では脳圧が下がり弛緩して、脊髄が圧せられるという、微細ながらの変動があるのだ。

このことは実は内耳にも影響を及ぼしていて、内リンパ嚢を介して間接的に、蝸牛小管を

介して直接的に、髄液の圧変動の影響を受けている。 
肺呼吸と脳脊髄液、更に聴覚センサーである内耳は、同調してリズム運動を起こしている。 
これによって感情の起伏が生み出されていると考えられる。 
アントロポゾフィーでは、「呼吸リズムに変化を起こすことで心の中で感情が生き生きした

ものになる」（GA208）とされ、肺は極めて敏感な魂の器で有り、これが腎臓や肝臓よりも

明確に身体現象と心理現象を相互に影響させるものである、としている。 
外の世界を内的なイメージとして描く事が出来るが、そのイメージの発達には感情が影響

し、そこに呼吸することの重要さが関与している。 
つまり、この脳脊髄液の動きで、呼吸のリズムが脳までと側のである。（GA208） 
 
更に興味深い考え方があるので紹介する。 
アントロポゾフィーでは、我々の身体が全て口から食べる食物によって形成・滋養される

わけではなく、むしろ栄養としての食物は脳だけに向かう。身体の各器官・臓器は、動物

も人間も感覚を通じて入ってくる滋養によって形成され維持されている、と言うもの。 
感覚器官において呼気に吐き出された熱エーテルの流れと、胸部機構（呼吸器官）におい

て呼気に吐き出された熱エーテルの流れは、それぞれ神経系とリンパ管に沿って流れる。 
この 2 つの流れは、光、音、生命を運び、下行しながら頭部に光を解き放ち、それが内的

な光となる。音は内的なリズム器官の活動となる。生命は流れ下って身体物質となり、こ

れが実際に我々の真の滋養となるのである。 
このことは聴覚器官でエーテルの二重性として認められ、耳管・中耳からのエーテルの流

れは頭部のリンパ管に沿って流れ、内耳・脳神経からのそれは、神経系に沿って流れる。 
 
輪廻転生と人類進化の過程はスライドの如く示される。 
人類は過去生の課題を抱えて、この世に転生してくる際に受肉（肉体を得る）し、3 分節の

上方では、霊的な意味と成長の領域を経験していき、下方では物質的な量と重さ形態の世

界を経験していく。 
 
シュタイナーによって、3 つの耳小骨も、前世との具体的関連が示唆されている。 
鐙骨は大腿骨の変貌したもの 



砧骨は膝蓋骨の変容したもの 
槌骨は足を含めた下腿の部分の変容したもの 
と考えられる。 
耳で下腿以下に当たる槌骨は、地面にでなく鼓膜に触れている。（大地つまり、外界からの

微細な情報を感じ取る）報告者の解釈：演者の鼓膜は微細な振動に絶えず触れ感じ取って

いるという内容もそれに近いのでは？） 
 
以下にシュタイナーの講義録 GA218 の抜粋を紹介します。 
たとえば、ある人が、悪しき行為のために歩みを進めたとします。地球では、せいぜい足

の動きを正確に記述し記録にとどめることがせきのやまでしょう。しかし、悪しき行為は、

死の扉を超える時に足の動きに染み付くのです。そして、人間がその肉体とエーテル体を

脱ぎ棄てる時、こうした悪しき足の動きの中に組み込まれたすべては、霊界において不快

な雑音へと変容していくのである。そしてさらに、この下半身は、こんどは次の生におけ

る頭部機構へと変容していくのである。 
 この地球におけるあり様が、常に倫理的色彩、倫理的性質を取り込み、これが死後の頭

部システムへと変容するのである。そして、この耳を通してこの地球世界に降りてきて、

どのように倫理的に行動すべきかを聞き分けるのである。あなたの倫理観が、素晴らしい

い響きにも、不快な響きにもなりうるのである。さらに、調和した不調和な響きが言語と

なり、いわば高次の存在たちにより発せられる、あなたの行為の審判となって、自ら耳に

することになるのである。 
 
 
 
ご清聴有り難うございました。 

以上 
 
 
以前若干学んだインド医学・哲学が、量子力学（Deepack Chopler: Quontam Healing）と

共有する考え方を持っているのと同様、アントロポゾフィーが似たような考え方の基本を

持っていることは、大変興味深い。 
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